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校長室だより №１３

◆ 令和元年７月２４日（水）

◆ 諏 訪 市 立 中 洲 小 学 校

できなかったことが できるようになる （校長講話より抜粋）

いよいよ明日から夏休みですね。４月４日から今日まで学校は７３日間ありました。中洲小学校の４

ヶ月を振り返ってみましょう。

４月、かわいい１１２人の１年生が入学して、中洲小学校は６５１人。２～６年生はそれぞれ学年が

上がり、張り切ってスタートしましたね．児童会をしょって立つ６年生が、とてもいい１年生を迎える

会を開いてくれました。５月には、平成から令和になりました。桜の季節から、４ヶ月で朝顔もカリン

もひまわりも大きく生長しました。みんなもこの４ヶ月でしっかり成長しましたね。私は、中洲小学校

に来て毎日嬉しいことやびっくりすることがたくさんありました。校長先生が廊下を歩いている時、ど

んな顔をしていましたか？にこにこしたり、目が丸くなったりしていませんでしたか？挨拶をしてくれ

たり、話しかけるとみんないろいろ応えてくれたりして嬉しくなります。いつもありがとう。

さて、宝箱にはたくさんの宝物がたまりました。まず、中洲小全体の雰囲気が明るいことがすごくい

いです。そして、みんなが素直なこと。元気なこと。一生懸命物事に取り組めること。自分の役割をし

っかり果たすことや仲間との絆を深めることなど、高学年の行事でも大きな力を得ることができました。

まだまだあります。クラスや男女や学年を超えて仲がいいこと。きちんとやることができること。新し

いことに挑戦して頑張ること。やさしいこと。根気よく取り組むこと。

全部話していると時間が足りなくなってしまうので、その中から一つのことについて特にお話します。

それは、「できなかったことが できるようになる」ということです。これは教室や学校中のいろんな

ところに貼ってある、中洲小でとても大事にしているキーワードです。１年生はひらがなの練習をして

いたと思ったら、もう文が書けるようになりました。すごいね。「できなかったことが⇒⇒⇒できるよ

うになる」には、この矢印の部分がとても大事です。皆さんが、この４ヶ月でできるようになったこと

はなんですか？それは、どうしてできるようになりましたか？この前、ある子がこんなふうに話をして

くれました。

「私、学校が大好き。」「どうして？」「算数ができるようになったから。先生がわかりや

すく教えてくれて、わかるようになるともっとできるようになりたくて家でおさら

いをしたり、予習をするようになったから。これからももっとがんばりたい。」
この子のように、できなかったことをできるようにするために一

生懸命努力する姿を、この４ヶ月でたくさん見させてもらいました。

できるようになるために、自分で考えて進んで練習したりやり方を

工夫したり根気よく取り組んだりすることがとても大切ですね。

２年生ではこんなことがあったそうです。

大縄クラスマッチが行われ、結果は２位でした。「がんばった

ね。」という私（担任）の言葉に納得いかない子ども達。「もっ

と練習していれば。」と後悔の声が。私からは「後悔するんだっ

たら勝たなくてよかったね。満足いく練習をして勝てた方が気

持ちいいね。」これからを考えていく時間が一番大事だと

思います。…いろんな意見を出しながら、全員が首を縦にふ
るまで話し合いました。冬の大縄クラスマッチに向けて、週2

回朝の時間に大縄の練習をすることにしました。(学級便りより抜粋)

太鼓上達のために上手な友達のと

ころをじっと見て、待っている時

間にも進んで練習する3年生。




